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新日本リプラスの SDGs 宣言

目指す未来 実現する未来

SDGs の取り組み

新日本リプラスはマテリアルプラスチックのリサイクルを通じ、共にプラスの価値を創造
してまいります。わたしたちは資源の消費抑制による、環境への負荷削減に貢献いた

事業活動
［ 廃プラスチック買取 ］
廃棄の課題に直面している排出事業者様に対して経費削減や業務改善のサポートをさ
せていただいており、さらにはサーキュラーエコノミーの実現に向けた企業価値の向上
にも貢献しております。

［ 再生原料の販売 ］
GX2040 ビジョンの閣議決定や製造業者に対する再生プラスチック使用量の目標設定
の義務付など再生材のニーズは高まっており、高品質なプラスチック再生原料を活用い
ただくことで CO2 排出量削減に寄与しております。

プラスチックリサイクル事業を通じた社会の課題解決の解決と持続可能な社会の実現に
取り組んでいます。 
SDGs の達成目標においては以下のテーマをメインのゴールとし、できることから確実
にアクションを積み重ねてまいります。 
さらに、より多くの企業様とパートナーシップを結び、ともに取り組んでいくことが、や
がて地球を守る大きな力になると考えます。

リサイクルを通じて、
未来のプラスを共創する。

新日本リプラス
SDGs の取り組み

廃プラスチック
買取

再生原料の
販売
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新日本リプラスの SDGs の取り組み

最低賃金の法令順守

外国人労働者の社会保険加入促進

定期健康診断の実施

各種免許・資格取得制度の拡充

女性管理職の登用

洗浄設備の浄化槽の設置と点検

洗浄設備での効率的な水の使用

井戸水の活用

ハイブリット車（営業車）への転換

トラックの効率配車とアイドリングストップ

工場設備の効率運用

冷暖房温度の適正化

LED への転換

すべての従業員に昇給・昇格のチャンスあり

同一労働同一賃金

バックオフィス業務の DX 化促進

各プラスチック素材の販路開拓

サスティナブルリンクローン

同一労働同一賃金

すべての従業員に昇給・昇格の平等な機会

拠点のごみ削減活動

リサイクル事業において年間２万 t 以上の再生材を生成

サスティナブル定期レポートを構築中

各プラスチック素材の使用用途研究と販路開拓

SBTi へのコミット

上記のための実施案の研究と情報収集

FSC 認証の取得

顧客との循環スキームの実践

外注先とのパートナーシップ
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SDGS 適応表取組み内容
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トピックス

SBTi へのコミットメント FSC 認証の取得
新日本リプラスは、2025 年に中小企業向け SBT
（Science Based Targets）認定を取得しました。
 SBT は、パリ協定が求める水準と整合した温室効
果ガス（GHG）削減目標に対して、科学的な根拠
に基づいた国際的な認定制度です。
当社は、Scope1 および Scope2 の GHG排出量に
ついて、2023 年度を基準年とし、2030 年度まで
に絶対排出量を 42％削減することをコミットしてい
ます。また、Scope3 についても排出量の測定と削
減に取り組む方針です。
こうした取り組みを通じて、新日本リプラスは気候変
動対策の一環として脱炭素経営を推進し、持続可能
な社会の実現に貢献してまいります。

2024年度はリサイクル出荷量の増加に伴いCO₂排出量が一時的に増加しましたが、2030年度
に向け 2023年度比で 42％の削減を目指します。

当社では、再生可能エネルギー『木質ペレット（ベトナム
原産）』の取り扱いを始めました。弊社では FSC100% の
木質ペレットの取り扱いをするにあたり、2024 年 2 月 6
日に本社にて森林認証制度「FSCⓇCoC 認証」を取得し
ました。
FSCⓇ（Forest Stewardship CouncilⓇ）の CoC
（Chain of Custody）認証とは、森林管理（FM）認証を
受けた森林から産出された木材や紙製品を適切に管理・
加工していることを認証する制度です。
今後はプラスチックリサイクルによるサーキュラーエコノ
ミーの取り組みからさらに環境保護や再生可能エネルギー
の有効活用などをさらに広げて世界の環境社会に貢献し
ていきたいと考えております。

［ FSC の中核的労働要求事項に関する方針声明 ］

私たち株式会社新日本リプラスでは、すべての職場において
この方針声明を遵守させることを宣言いたします。
 
1. 児童労働の禁止
各国・地域の法令が定める雇用最低年齢に満たない児童を就労させません。

2. 強制労働の禁止
いかなる就業形態においても、不当な労働を強制しません。

3. 職業と雇用における差別の排除
基本的人権を尊重し、国籍・人種・出身地・宗教・疾病・障がいなどによる差別、
セクシャルハラスメント、パワーハラスメントなど、人権を無視する行為は行いません。

4. 結社の自由および団体交渉権の尊重
国連の提唱する普遍的原則（結社の自由・団体交渉権の承認）を支持します。

リサイクル出荷量とCO2 排出量

CO2排出量（CO2e）

リサイクル出荷量（kg）
21,344,296 

2023年度 2024 年度 2030年度（SBTi 設定目標）

2023年度比42%減

16,810,000

1,059,000 

1,410,000 
kg当りの
排出量
0.063

kg当りの
排出量
0.066


